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はしめに

2009年 1月 9日一一 15日まて、 「離散力学系の分子細胞生物学への応用数理」という

テーマて数理研共同研究を行なった。これは分子細胞生物学における数理的側面に関して、

数学と生命科学か本格的な交流をはしめることを意図したものてあり、その具体的な方向

性を模索するために企画された。今回のプログラムては、通常の生命科学や数学の研究会

のスタイルとは違った方式をとった。テーマを以下のものに大きく 6つにしほり、各テー

マことに 生物と数学サイトそれぞれ各 1名か講演を行い、それをもとにしてティスカノ

ノヨンを行なった。

1 差異 パターン形成と拡散方程式の現在、2 ングナル伝達と符号暗号、3 神経

ノステムと代数幾何、4 生物学的時間とスケール変換 5 タンパク質構造と情報幾何、

6 進化とネノトワーク

まず、生命科学サイトから、そのテーマに関して 実験的には非常に難しいけれとも生

命科学として将来チャレンノすへき（可能てあれは数理的な方をもひきつけうる）問題の

提起を行い、次に数理サイトから、その提起に関係して考えられる手法や今後発展させう

る数理の方向性なとについて講演を行なうことを目標にした。さらにその二つの講演をふ

まえて 可能な限り具体的な問題を各テーマことに提案することを目指した。延へ 140

人を超える多くの方か参加し 非常に活発な議論か行なわれた。この研究集会の内容か、

今後の数理生命の分野における一つの地図を形成するための一助となることを期待したい。

ここては生物 数学、情報、物埋なとの異なる分野の人たちか集まって議論をおこなう

ことか主な目的てもあり、そのため今回は合宿形式をとった。可能な限り参加者には京都

Ｃｏｏｐ ｌｎｎに伯まって頂き、夜はそこの会。義脚を借りて議論の続きを行なった。この研究集
会開催にあたり、京都大学数理解析研究所と 京都大学大学院理学研究科数学数理解析専

攻／数理解析研究所グローバルＣＯＥプログラムからの援助を得た。

今回の研究集会の記録を完成させるにあたり、講演者の方々そしてノートを作成してく

ださった多くの方のこ協力に感謝いたします。

また参考文献として、この研究集会の前身としてけいはんなプラサホテルて行なわれた

スクール「数学者のための分子生物学入門 1－ 5」のレクチャーノートかあることを付記

しておく。

平成 22年 4月 研究代表者 加藤 毅

副研究代表者 上田泰己
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